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町酪農振興会で開催した酪農感謝
祭のようすを撮影させていただき
ました。
　上記写真は、会長の今祐司さん
です。
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　８月 12 日から 19 日にかけて、総務部人事教育課の本間愛梨さん（左）と購買部生産資
材課の吉田一幾さん（右）は、士別市北町の大崎陽司様宅の南瓜、ビート、ブロッコリーの
圃場にて草取りを行いました！

　８月 12 日から 19 日にかけて、販売部米麦課の星野京佑さん（左）と購買部農業機械課
の樋口翔大さん（右）は、士別市下士別町の山本ファーム株式会社様の玉葱の圃場にて草取
りを行いました！

　

８
月
12
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
、
青
果
部
青
果
課

の
鈴
木
明
香
里
さ
ん
は
、
士
別
市
下
士
別
町
の
合
同

会
社
石
森
農
園
様
に
て
、
ト
マ
ト
の
収
穫
を
行
い
ま

し
た
！

【
士
別
地
区
】

令
和
７
年
度
新
規
採
用
職
員

令
和
７
年
度
新
規
採
用
職
員  

農
家
実
習
レ
ポ
ー
ト

農
家
実
習
レ
ポ
ー
ト
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【
剣
淵
地
区
】

【
多
寄
地
区
】

【
上
士
別
地
区
】

　６月 30 日から７月４日にかけて、剣
淵基幹支所金融共済課の吉越穂乃さん
（上）、７月 14 日から 18 日にかけて剣
淵基幹支所購買課の廣瀨莉緒さん（下）
が、剣淵町元町の榎本秀典様宅にてトマ
トの収穫を行いました！

　６月 30 日から７月４日にかけて、剣
淵基幹支所営農課の高橋康太さんは、剣
淵町南桜町の浅野修様宅にてトマトの選
果、パック詰めを行いました！

　７月 14 日から 18 日にかけて、多寄支所
購買課の石川未來さんは、多寄町の株式会
社イナゾーファーム様にてトマトの選果を
行いました！

　７月８日から 14日にかけて、上士別支所
管理課の石前柚音さんは、上士別町の中島
敏様宅にてトマトの収穫と南瓜の誘引作業
を行いました！

お忙しい中、受入れ対応をしていただいた、

　合同会社石森農園　様
　大崎　陽司　様
　山本ファーム株式会社　様
　榎本　秀典　様
　浅野　修　様
　株式会社イナゾーファーム　様
　中島　敏　様
本当にありがとうございました。
新採用職員は、今回の実習で学んだことを忘れず
今後の業務に励んでまいります。
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８
月
12
日
、士
別
基
幹
支
所
、８
月
８
日
、

和
寒
基
幹
支
所
、８
月
20
日
、剣
淵
基
幹
支

所
に
て
各
基
幹
支
所
の
組
合
員
親
睦
事
業

「
組
合
員
親
睦
の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

抽
選
会
で
は
、
取
引
先
や
Ｊ
Ａ
役
員
等

よ
り
数
多
く
の
景
品
を
協
賛
い
た
だ
き
、

抽
選
箱
か
ら
番
号
札
を
読
み
上
げ
る
た
び

に
会
場
か
ら
は
歓
声
や
残
念
が
る
声
が
入

り
乱
れ
、
参
加
者
が
一
喜
一
憂
し
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

今
後
も
組
合
員
親
睦
事
業
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
き
、
多
く
の
方
が
参
加
し
、
親

睦
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
魅
力
あ
る

取
組
を
行
っ
て
い
く
。

◆
参
加
人
数

　

士
別
基
幹
支
所	

１
５
４
名

　

和
寒
基
幹
支
所	

　

９
２
名

　

剣
淵
基
幹
支
所	

　

８
１
名

各基幹支所の組合員親睦事業が開催されました！

▲会場のようす

士別基幹支所（士別グランドホテル）

▲抽選会のようす

▲生バンド演奏（ＮＯＸ）のようす
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▲

抽
選
会
の
よ
う
す

和寒基幹支所
（恵みのホール）

剣淵基幹支所
（町民センター）

▲

会
場
の
よ
う
す

▲

抽
選
会
の
よ
う
す

▲

閉
会
挨
拶
の
よ
う
す

▲

会
場
の
よ
う
す

▲

開
会
挨
拶
の
よ
う
す
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北
ひ
び
き
農
学
校
を
開
催

士別

　

８
月
12
日
に
第
４
回
農
業
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

「
北
ひ
び
き
農
学
校
」
（
以
下
、
農
ゼ
ミ
）
を
開
催

し
、
計
15
名
が
参
加
し
た
。

　

農
ゼ
ミ
は
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
と
上
川
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
士
別
支
所
の
共
催
で
、
当
年
度
新
規

就
農
者
及
び
就
農
後
、
概
ね
２
～
３
年
以
内
の
希

望
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。

　

第
４
回
は
、
「
大
豆
の
安
定
生
産
」
を
テ
ー
マ

に
多
寄
町
の
大
西
康
弘
氏
を
講
師
に
迎
え
て
研
修

会
を
実
施
し
た
。

　

大
西
氏
よ
り
、
農
業
経
営
や
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
自
身
の
体
験
談
を
交
え
て
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
ほ
場
視
察
を
行
っ
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
、
「
大
豆
の
草
取
り
を
手
作
業

で
行
っ
て
い
る
が
、
大
西
さ
ん
は
基
本
的
に
除
草

剤
散
布
で
行
っ
て
い
た
り
、
非
常
に
参
考
に
な
っ

た
。
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

講
師
を
務
め
た
大
西
氏
は
「
大
豆
の
栽
培
方
法

に
つ
い
て
は
作
業
自
体
に
大
き
な
差
は
な
く
、
失

敗
や
他
の
人
の
経
験
を
参
考
に
し
な
が
ら
自
分
に

合
う
や
り
方
を
探
し
て
ほ
し
い
。
」
と
話
し
た
。

　

農
ゼ
ミ
は
実
践
的
な
知
識
や
様
々
な
情
報
を
学

べ
る
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
る
。
詳
細
は
Ｊ
Ａ
北

ひ
び
き
営
農
部
農
業
振
興
課
、
ま
た
は
上
川
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

青
年
部
和
寒
支
部
が
視
察
研
修
を
実
施

和寒

　

８
月
20
日
、
青
年
部
和
寒
支
部
（
泉
谷
雅
俊
支

部
長

：

部
員
23
名
）
は
、
視
察
研
修
を
実
施
し
た
。

今
回
の
研
修
は
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
砂
川
工
場
を
訪
問

し
、
工
場
見
学
と
ホ
ク
レ
ン
と
の
意
見
交
換
会
を

行
っ
た
。

　

花
田
工
場
長
に
よ
る
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
砂
川
工
場

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
工
場
内

を
見
学
し
た
。
工
場
内
で
は
精
米
か
ら
包
装
ま
で

の
様
々
な
機
械
が
並
び
、
部
員
た
ち
も
興
味
を
示

し
て
い
た
。

　

そ
の
後
ホ
ク
レ
ン
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、
ホ

ク
レ
ン
米
穀
課
長
の
門
脇
氏
よ
り
現
在
の
う
る
ち

米
の
情
勢
に
つ
い
て
、
今
後
の
需
給
見
通
し
な
ど

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。
部
員
か
ら
は
今
後

の
水
稲
の
価
格
や
、
陸
稲
や
マ
イ
コ
ス
米
の
扱
い

な
ど
様
々
な
質
問
が
飛
び
交
っ
た
。

　

泉
谷
支
部
長
は
、
「
今
回
の
研
修
を
通
し
出
荷

後
の
米
が
ど
の
よ
う
に
消
費
者
の
も
と
へ
届
い
て

い
る
の
か
、
ま
た
今
後
の
農
業
情
勢
に
つ
い
て
意

見
を
交
え
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
営
農
に
活
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。
」
と
語
っ
た
。

　

今
後
も
青
年
部
和
寒
支
部
は
研
修
を
重
ね
、
知

識
と
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

ほ場視察のようす 講師の大西康弘氏

意見交換のようす 集合写真
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畑
作
振
興
会
が
大
豆
講
習
会
を
実
施

剣淵

小
麦
の
収
穫
作
業
が
終
了

多寄

　

多
寄
地
区
で
は
、
秋
小
麦
の
収
穫
が
７
月
14
日

か
ら
25
日
に
か
け
て
、
春
小
麦
（
初
冬
播
き
を
含

む
）
の
収
穫
が
７
月
31
日
か
ら
８
月
９
日
に
か
け

て
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
は
、
６
月
・
７
月
の
高
温
に
よ
り
生
育

が
早
く
、
収
穫
作
業
は
例
年
よ
り
も
早
い
時
期
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

多
寄
地
区
の
小
麦
の
作
付
面
積
は
、
秋
小
麦
が

約
４
３
９
ha
、
春
小
麦
が
約
２
１
０
ha
と
な
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
、
例
年
よ
り
１
週
間
程
早
く
収

穫
が
始
ま
り
、
概
ね
収
穫
時
期
の
天
候
が
良
好
で

順
調
に
作
業
が
進
ん
で
い
た
が
、
一
部
干
ば
つ
の

影
響
を
受
け
た
。

　

春
小
麦
を
作
付
け
し
て
い
る
渡
部
哲
也
さ
ん
に

よ
る
と
「
昨
年
と
比
べ
収
穫
の
時
期
が
早
ま
り
不

安
で
は
あ
っ
た
が
、
天
気
が
続
い
た
た
め
、
収
穫

自
体
は
順
調
に
行
え
た
。
干
ば
つ
の
影
響
で
細
麦

傾
向
が
あ
る
と
懸
念
し
て
い
た
が
、
思
っ
て
い
た

よ
り
も
悪
く
な
い
出
来
だ
っ
た
。
」
と
話
し
た
。

　

多
寄
地
区
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の
受
入
数

量
（
生
の
状
態
）
は
、
秋
小
麦
が
約
１
，
９
４
９

ｔ
、
春
小
麦
（
初
冬
）
が
約
45
ｔ
、
春
小
麦
で
約

５
５
０
ｔ
で
あ
っ
た
。

　

８
月
８
日
、
剣
淵
町
元
町
の
ほ
場
に
て
剣
淵
町

畑
作
振
興
会
（
森
武
佑
太
会
長

：

会
員
1
7
6

名
）
が
大
豆
の
講
習
会
を
実
施
し
、
18
名
が
参
加

し
た
。

　

講
師
に
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
士
別
支

所
の
職
員
を
招
き
、
本
年
産
の
大
豆
の
状
況
説
明

と
生
育
障
害
、
病
害
虫
の
防
除
に
つ
い
て
技
術
指

導
が
行
わ
れ
た
。

　

状
況
に
つ
い
て
は
「
4
月
は
寒
暖
差
が
激
し

く
、
雨
天
が
多
か
っ
た
た
め
、
な
か
な
か
ほ
場
に

入
れ
ず
、
耕
起
が
遅
れ
た
。
6
月
に
入
っ
て
か
ら

気
温
が
高
い
日
々
が
続
い
た
た
め
、
大
豆
の
生
育

が
例
年
よ
り
速
い
。
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

技
術
指
導
に
つ
い
て
は
「
斑
点
細
菌
病
や
茎
疫

病
は
多
湿
の
時
に
出
や
す
く
、
今
後
雨
が
予
想
さ

れ
る
た
め
予
防
と
防
除
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
マ
メ
シ
ン
ク
イ
ガ
の
防
除
が

２
回
分
終
わ
っ
た
後
も
成
虫
が
発
生
し
て
い
る

が
、
3
回
目
の
防
除
を
や
っ
て
も
よ
い
の
か
と
質

問
が
あ
り
、
「
成
虫
が
幼
虫
を
産
み
付
け
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
防
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
回
答
が

あ
っ
た
。

　

講
習
会
当
日
は
雨
が
迫
り
、
肌
寒
い
中
行
わ
れ

た
が
、
無
事
に
閉
会
し
た
。

春小麦の収穫後排出作業のようす 春小麦の収穫作業のようす

講師による説明のようす 会場のようす
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の 広 場

ひ び き あ い
皆さんからのお便り、楽しい写真等を募集しています。

詳しくは15ページの「おたより募集」をご覧ください。

掲載させていただいた方にプレゼントを差し上げます。

※写真データをメールにて送る場合には、住所・氏名

   にコメントを添えて、

   kitahibiki.ja@kitahibiki.ja-hokkaido.gr.jp

   までお送りください。

　

年
に
１
回
の
肺
炎
の
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
た
。
な
ん
の
副
作
用
も
な
く
、

こ
れ
で
５
年
は
安
心
し
て
過
ご
せ
ま
す
が
、

油
断
は
禁
物
で
す
よ
ね
。�

（
Ｊ
：
80
代
男
性
）

●
昨
年
、
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い

た
た
め
コ
ロ
ナ
に
か
か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
浮
か

れ
て
い
た
ら
、
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、

油
断
は
禁
物
で
す
ね
！

５

が
家
の
野
菜
達
も
続
々
と
美
味
し
い

食
卓
の
材
料
と
な
り
夏
本
番
で
す
ね
。

き
ゅ
う
り
、な
す
、ピ
ー
マ
ン
と
色
も
豊
か
で
、

体
も
気
持
ち
も
嬉
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。

�

（
Ｔ
：
70
代
男
性
）

●
き
ゅ
う
り
、
な
す
、
ピ
ー
マ
ン
、
ど
れ
も
美

味
し
そ
う
で
す
！
私
の
自
宅
の
家
庭
菜
園
で
も

き
ゅ
う
り
が
採
れ
、
漬
物
に
し
て
食
べ
ま
し

た
！ 我

度
良
い
惠
み
の
雨
に
野
菜
も
驚
く
ほ

ど
育
っ
て
来
ま
し
た
。
大
根
の
種
を

蒔
い
た
り
、
白
菜
を
定
植
し
た
り
又
、
老
体

に
む
ち
打
っ
て
収
穫
を
楽
し
み
に
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。�

（
Ｆ
：
80
代
女
性
）

●
今
年
も
ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
続
く
と
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
身
体
に
気
を
付
け
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
！

丁

ょ
う
ど
こ
の
ハ
ガ
キ
を
書
い
て
い
る

８
月
７
日
は
２
０
２
１
年
に
士
別
で

37
・
０
℃
を
観
測
し
た
そ
う
で
す
。
上
位
10

位
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
最
近
で
す
。
北
海

道
は
涼
し
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
す
が
…

�

（
Ｋ
：
50
代
男
性
）

●
本
当
に
最
近
暑
い
で
す
ね
！
私
が
子
供
の
時

は
外
で
よ
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
が
、
も
う
気
軽

に
外
で
遊
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
で
す
ね
。

ち

ま
で
エ
ア
コ
ン
の
無
か
っ
た
我
が
家

で
す
が
、
扇
風
機
の
故
障
を
き
っ
か

け
に
、ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
を
購
入
し
ま
し
た
。

快
適
す
ぎ
て
、
家
に
帰
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

�

（
Ｓ
：
50
代
女
性
）

●
私
の
家
に
も
エ
ア
コ
ン
は
あ
る
の
で
す
が
、

自
分
の
部
屋
に
は
冷
た
い
空
気
が
入
っ
て
こ
な

い
の
で
、
扇
風
機
と
ア
イ
ス
で
暑
さ
を
凌
い
で

い
ま
す
！

今

　
い
つ
も
広
報
誌
ひ
び
き
あ
い
を
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
８
月
も
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
が
、
夜

も
眠
れ
な
い
ほ
ど
の
暑
さ
が
続
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
８
月
５
日
に
は
群
馬
県
で
観
測
史
上
最
高
気
温

と
な
る
41
・
８
度
を
記
録
す
る
な
ど
、
全
国
的
に
暑
く
過

ご
し
づ
ら
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
九
州
で
は
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
洪
水
や
河
川

氾
濫
、
土
砂
崩
れ
な
ど
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
他
人
事
で
は
な
く
、
防
災
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
３
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

農
作
業
も
忙
し
い
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
体
調
管
理
に

気
を
付
け
、
農
業
作
業
事
故
等
な
く
、
無
事
に
豊
穣
の
秋

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

８
月
号
パ
ズ
ル

８
月
号
パ
ズ
ル

【
当
選
者
】

尾
崎
友
則
さ
ん
、
久
保
田
友
治
さ

ん
、
髙
橋
　
豊
さ
ん
、
藤
井
淑
江

さ
ん
、
十
河
昭
子
さ
ん

【
解
答
】「
ウ
ミ
ホ
タ
ル
」
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今
日
も
ま
た
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ク
に
花
が
咲
き

笑
み
ら
ん
ま
ん
の
食
事
会
好
き

大
　
森
　
セ
ツ
子

姪
っ
子
に
豆
播
く
時
期
は
い
つ
頃
と

問
わ
れ
て
す
ぐ
に
カ
ッ
コ
ウ
鳴
け
ば

小
　
原
　
孟
　
庵

世
の
中
は
古
古
古
古
米
で
騒
ぎ
い
る

日
々
お
だ
や
か
な
過
疎
の
わ
が
村

山
　
中
　
千
代
子

土
煙
あ
げ
て
耕
す
ト
ラ
ク
タ
ー
は

陽
炎
の
中
に
消
え
ゆ
く
ご
と
く

鷲
　
見
　
紀
　
子

八
十
と
い
う
歳
を
迎
え
て
振
り
む
け
ば

陽
炎
の
よ
う
な
過
去
の
日
々
た
ち

池
　
澤
　
和
　
子

秋
暑
し
　
三
食
同
じ
　
品
並
び

杉
　
浦
　
と
し
枝

老
犬
と
　
歩
幅
合
わ
せ
て
　
暑
き
秋

平
　
間
　
美
　
幸

原
爆
忌
　
テ
レ
ビ
に
向
か
い
　
手
を
合
わ
す

鈴
　
木
　
ゆ
き
子

朝
夕
の
　
風
の
匂
い
や
　
秋
来
る

大
　
河
　
博
　
子

短 

歌
俳 
句

　

 
 

 

の 広 場

ひ び き あ い
皆さんからのお便り、楽しい写真等を募集しています。

詳しくは15ページの「おたより募集」をご覧ください。

掲載させていただいた方にプレゼントを差し上げます。

※写真データをメールにて送る場合には、住所・氏名

   にコメントを添えて、

   kitahibiki.ja@kitahibiki.ja-hokkaido.gr.jp

   までお送りください。

　

お
い
し
く
食
べ
て
美
し
く

栄
養
士
●
吉
田
理
江

秋
の
味
覚
で
不
眠
症
対
策

　
秋
に
な
り
、
不
眠
に
悩
ま
さ
れ
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
原
因
は
、
日
照
時
間
の

減
少
や
朝
晩
の
気
温
差
な
ど
に
よ
っ
て
自

律
神
経
が
乱
れ
や
す
く
な
る
た
め
で
す
。

寝
付
き
が
悪
い
、
夜
中
に
目
が
覚
め
る
、

朝
ス
ッ
キ
リ
起
き
ら
れ
な
い
な
ど
の
症
状

が
続
く
と
、
美
容
に
も
心
身
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
こ

で
今
回
は
、
秋
の
不
眠
対
策
と
し
て
、
お

薦
め
の
食
材
を
三
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
サ
ツ
マ
イ
モ

　
秋
の
定
番
食
材
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
炭

水
化
物
を
多
く
含
み
、
脳
内
で
幸
せ
ホ
ル

モ
ン
と
呼
ば
れ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
生
成
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
炭
水
化
物
を
取
る
こ

と
で
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
材
料
と
な
る
ト
リ
プ

ト
フ
ァ
ン
と
い
う
ア
ミ
ノ
酸
が
脳
に
運
ば

れ
や
す
く
な
り
、
心
の
安
定
に
つ
な
が
り

ま
す
。
夕
食
や
お
や
つ
に
蒸
し
た
サ
ツ
マ

イ
モ
を
取
り
入
れ
る
と
、
心
も
体
も
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。

■
サ
ケ

　
サ
ケ
は
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
材
料
で
あ
る
ト

リ
プ
ト
フ
ァ
ン
を
多
く
含
む
食
品
で
す
。

加
え
て
、
気
分
を
安
定
さ
せ
る
神
経
伝
達

物
質
の
働
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
D
H
A

や
E
P
A
と
い
っ
た
オ
メ
ガ
3
脂
肪
酸

も
豊
富
に
含
ま
れ
ま
す
。
焼
き
ざ
け
や
ホ

イ
ル
焼
き
を
食
事
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

睡
眠
の
質
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ト
リ
プ
ト

フ
ァ
ン
を
し
っ
か
り
取
れ
る
で
し
ょ
う
。

■
栗

　
栗
に
は
、
筋
肉
の
緊
張
を
緩
め
て
心
身

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
状
態
へ
導
く
働
き
が
あ
る

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
不
眠
の
方
に
は
お
薦
め
の
食
材
で

す
。
ま
た
、
栗
の
渋
皮
に
多
く
含
ま
れ
る

タ
ン
ニ
ン
に
は
、
強
い
抗
酸
化
作
用
が
あ

る
た
め
肌
の
老
化
予
防
に
も
役
立
ち
ま
す
。

お
や
つ
に
ゆ
で
栗
を
食
べ
た
り
、
夕
食
に

栗
ご
飯
を
取
り
入
れ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
旬
の
食
材
を
上
手
に
取
り
入
れ
て
食
事

を
楽
し
み
、
秋
の
夜
長
に
ぐ
っ
す
り
眠
れ

る
体
づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
食

事
に
加
え
て
、
ぬ
る
め
の
お
風
呂
や
軽
い

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
習
慣
に
す
る
と
、
よ

り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
質
の
良
い
睡
眠
を
促

す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。
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お知らせ

ＪＡ ＪＡ 北ひびきＤａｔａ

申
請
に
伴
う
前
渡
金
支
払
実
績
に
つ

い
て

　

玉
葱
・
食
用
馬
鈴
薯
・
南
瓜
・
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
の
出
荷
契
約
結
果
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

５
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

和
寒
基
幹
支
所
暖
房
用
ボ
イ
ラ
ー
更

新
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
で
株
式
会

社
飯
塚
設
備
と
価
格
交
渉
を
実
施
。

和
寒
基
幹
支
所
購
買
課
農
業
機
械
暖

房
用
設
備
更
新
に
つ
い
て
、
競
争
見

積
の
結
果（
株
）
北
海
道
日
立
旭
川
営

業
所
に
て
決
定
し
た
こ
と
を
報
告
し

た
。

６
．
そ
の
他

　

６
月
末
時
点
の
財
務
状
況
、
組
合
員

動
向
、
令
和
７
年
度
作
付
状
況
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

第
６
回
理
事
会
議
案

日
時

　
令
和
７
年
７
月
17
日
㈭

議
案
第
１
号
　
子
会
社
管
理
規
程
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

　

原
案
通
り
決
定
し
た
。

議
案
第
２
号　

持
分
の
譲
渡
に
つ
い
て

　

出
資
金
の
譲
渡
に
か
か
る
案
件
に
つ

い
て
承
認
し
た
。

議
案
第
３
号　

理
事
に
対
す
る
貸
付
に

つ
い
て

　

理
事
１
名
に
対
す
る
貸
付
に
つ
い

て
、
組
合
員
と
同
等
の
条
件
に
て
貸

付
け
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

▼
報
告
事
項
▲

１
．
第
２
四
半
期
定
期
監
査
の
日
程
に

つ
い
て

　

7
月
末
定
期
監
査
を
8
月
19
日
～
22

日
で
実
施
す
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

２
．
営
農
支
援
員
の
活
動
に
つ
い
て

　

３
月
～
６
月
の
面
談
活
動
内
容
を
報

告
し
た
。

３
．
過
年
産
米
穀
共
同
計
算
精
算
結
果

の
報
告
に
つ
い
て

　

精
算
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

４
．
令
和
７
年
産
野
菜
共
選
原
料
出
荷

構成員／財務 ７/３１現在 　（前年同月増減） （対比）

◆正組合員数 1,388人 △ 57人 △ 3.9%

◆准組合員数 3,744人 △ 78人 △ 2.0%

◆組合員戸数 915戸 △ 34戸 △ 3.6%

◆出資金 37億69百万円 7百万円 0.2%

◆貯金 647億1百万円 16億97百万円 2.7%

◆貸付金 126億22百万円 △4億94百万円 △ 3.8%

◆
長期共済

　保 有 高
1032億27百万円 △32億11百万円 △ 3.0%

◆購買供給高 53億92百万円 △66百万円 △ 1.2%

◆販売高 55億70百万円 11億71百万円 26.6%

　（農産） 16億87百万円 9億91百万円 142.4%

　（畜産） 38億83百万円 1億80百万円 4.9%
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老老後後をを安安心心ししてて暮暮ららすすたためめにに年年金金のの加加入入はは欠欠かかせせまませせんん。。  
農農業業者者年年金金はは、、掛掛けけたた保保険険料料とと運運用用益益をを将将来来年年金金ととししてて受受給給ででききるるももののでで、、加加入入者者
数数やや受受給給者者数数にに左左右右さされれなないい、、安安心心・・安安全全なな公公的的年年金金でですす。。  

①①国国民民年年金金のの第第１１号号被被保保険険者者
②②年年間間６６００日日以以上上農農業業にに従従事事ししてていいるる方方
③③２２００歳歳以以上上６６００歳歳未未満満のの方方
※※年年間間６６００日日以以上上農農業業にに従従事事すするる6600歳歳以以上上6655歳歳未未満満のの国国民民年年金金のの任任意意加加入入者者もも加加入入ででききまますす。。  

納納付付保保険険料料はは月月々々２２万万円円かからら６６万万７７千千円円ままでで自自由由にに選選択択ででききまますす。。  

支支払払っったた保保険険料料はは全全額額社社会会保保険険料料控控除除ととななりり、、所所得得税税やや住住民民税税等等のの節節税税ににななりりまますす。。  
生生計計をを一一ににすするる配配偶偶者者、、そそのの他他のの親親族族のの保保険険料料をを負負担担ししたた場場合合もも控控除除のの対対象象ととななりりまますす。。 

万万がが一一８８００歳歳前前にに亡亡くくななっったた場場合合ででもも、、８８００歳歳到到達達ままででにに受受けけ取取れれるるははずずだだっったた農農業業者者老老
齢齢年年金金のの相相当当額額がが死死亡亡一一時時金金ととししてて遺遺族族にに支支給給さされれまますす。。  

自自分分がが納納めめたた保保険険料料とと運運用用益益をを、、将将来来自自分分ががももららうう年年金金原原資資ととししてて積積みみ立立てててていいききまますす。。  

①①３３９９歳歳ままででにに加加入入
②②農農業業所所得得９９００００万万円円以以下下
③③認認定定農農業業者者でで青青色色申申告告者者等等

前前納納納納付付でで翌翌年年のの保保険険料料をを一一括括納納付付さされれるる場場合合はは、、年年間間でで６６００円円～～４４４４００円円のの保保険険料料のの割割
引引ががあありりまますす。。ごご希希望望のの場場合合はは、、１１１１月月７７日日（（金金））ままででにに営営農農部部署署窓窓口口ままででおお申申しし出出くくだだ
ささいい（（対対象象はは通通年年加加入入者者ののみみ））。。  

－営農部からのお知らせ－
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－営農部からのお知らせ－

家の光・2025 年家の光家計簿（日記付き）の 

購読に関するお問い合わせは 

本所 営農部       ☎23-2418

和寒基幹支所営農課  ☎32-2441

剣淵基幹支所営農課  ☎34-2011

朝日支所営農販売課  ☎28-2011

上士別支所業務課   ☎24-2311

多寄支所営農課   ☎26-2321

家の光・2025 年家の光家計簿（日記付き）の 

購読に関するお問い合わせは 

本所 営農部       ☎23-2418

和寒基幹支所営農課  ☎32-2441

剣淵基幹支所営農課  ☎34-2011

朝日支所営農販売課  ☎28-2011

上士別支所業務課   ☎24-2311

多寄支所営農課   ☎26-2321
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クロスワードパズルパズルパズルパズルパズル

日 曜 行　　事　　名

1 月

2 火 経営所得安定対策受付　～４日（剣淵）

3 水 SS定期キャンペーン

4 木

5 金 （上士別神社祭）

6 土

自動車展示会・共済お見積キャンペーン（～７日）

SS週末キャンペーン

（上士別神社祭）

7 日 SSサンデーキャンペーン

8 月

9 火

10 水
第 5回臨時総代会

SS定期キャンペーン

11 木

12 金

13 土 SS週末キャンペーン

14 日 SSサンデーキャンペーン

日 曜 行　　事　　名

15 月 SS生活応援キャンペーン

16 火

17 水 SS定期キャンペーン

18 木

19 金

20 土 SS週末キャンペーン

21 日 SSサンデーキャンペーン

22 月

23 火 SS生活応援キャンペーン

24 水
第８回理事会

SS定期キャンペーン

25 木

26 金

27 土 SS週末キャンペーン

28 日 SSサンデーキャンペーン

29 月

30 火

行事予定表（９月）

パ
ズ
ル
の
応
募
方
法
と

お
た
よ
り
募
集

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
答
え
て

応
募
し
て
下
さ
い
。
抽
選
で
５
名

の
方
に「
大
豆
の
お
肉
の
キ
ー
マ
カ

レ
ー
」「
大
豆
の
お
肉
の
ミ
ー
ト
ソ
ー

ス
」
を
。
ま
た
、
お
た
よ
り
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
も
「
大
豆

の
お
肉
の
キ
ー
マ
カ
レ
ー
」「
大
豆
の

お
肉
の
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。（
パ
ズ
ル
当
選
と
お
た
よ
り

紹
介
で
重
複
さ
れ
た
方
は
ど
ち
ら
か

の
み
の
採
用
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。）

■
官
製
ハ
ガ
キ
に
、ク
イ
ズ
の
答
え
、 

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番 

号
、わ
が
家
の
出
来
事
を
記
入
の
上
、

ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
下
さ
い
。尚
、本

誌
へ
の
ご
意
見
や
、
わ
が
家
の
出
来

事
は
、ぜ
ひ
書
き
添
え
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
時
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
等

を
希
望
さ
れ
る
方
は
そ
の
旨
書
き
添

え
て
下
さ
い
。
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和
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年
９
月
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日

■
当
選
発
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■
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５
‐
０
０
２
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士
別
市
西
１
条
８
丁
目
７
０
１
番
地
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Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き

　

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
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二重マスの文字を

Ａ～Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

ヨコのカギ タテのカギ

１　９月の第３月曜日は――の日。
国民の祝日です 

２　敷布団にかけます 
３　ツナやビールを詰めます 
４　仕入価格のこと 
５　空振りしたらバットが切るもの 
７　高知市の景勝地。坂本龍馬像
があります 

９　重い――を上げて出かけた 
11　ダリアやコスモスはこの植物
の仲間 

12　文は主語、――、目的語など
からできています 

13　鶏卵の重量の60％を占めます 
15　兄が一人いる男性 
16　しめ縄から下げる白い紙。「垂」
「四手」と書きます 
17　なくて七―― 

１　車窓を流れていきます

３　おしゃべりではありません 

６　アルファベットの５番目 

７　９月１日は――大震災の起き

た日。現在は防災の日になって

います 

８　あばら骨ともいいます 

10　塗装していない、――のカウ

ンター 

14　数え年99歳のお祝いです 

16　ホッキョクグマの別名 

18　終わったら秋になります 

19　祭りの――で焼きそばを買った 

20　十五夜に供える月見――
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メ ュ
今
ニ ー
回の

【作り方】

①秋鮭は骨を取り食べやすい大きさに切り、片栗粉をまぶしておく

②じゃがいもは皮をむいて 1 口大に切り耐熱容器に入れ、ラップをして電子レンジで 600 ｗ 5 分加熱する

③フライパンにサラダ油をひき中火で熱し、①を両面焼き色がつくまで焼く

④余分な脂を拭いて、②を加えて炒める

⑤醤油、みりん、砂糖を加え絡める

⑥器に盛り、青のりを振りかけて完成

秋
鮭
と
じ
ゃ
が
い
も
の

甘
辛
炒
め

【材料】

・秋鮭（生）� ��������� 2 切れ

・醤油������������ 大さじ 1

・サラダ油���������� 大さじ 1

・片栗粉����������� 大さじ 2

・みりん����������� 大さじ 1

・青のり����������� 小さじ 1

・じゃがいも����������� 2 個

・砂糖������������ 大さじ 1

※ご不明な点はＪＡ北ひびき 本支所営農担当部署へ
お問い合わせください。

★アプリの導入はこちらから
iPhoneの方 Androidの方

スマホに登録してね

ここがポイント

じゃがいもは 5 分の加熱で硬い場合様子
を見て追加で加熱してください。
お子様が好きな甘辛い味なのでご飯がス
スむこと間違いなしです！

士別警察署かわら版

問い合わせは士別警察署まで
士別警察署㈹２３－０１１０

秋のヒグマによる人身被害の防止「ヒグマとの事故を防ぐために」
□　複数で行動し、音で存在を知らせましょう。
　　野山には１人で入らず、複数で行動するようにしましょう。入山する時は、熊鈴やラ

ジオ等を持って、会話しながら、人の存在を知らせましょう。　
□　ヒグマの出没情報等に気を付けましょう。
　　薄暗いときの行動は避け、野山に入る前には、新聞やテレビなどで、ヒグマの出没情

報等を確認しましょう。
□　残飯や生ゴミの処理には注意しましょう。
　　ヒグマは、いったんゴミの味を覚えると、それを目当てにゴミ捨て場などに繰り返し

出没するようになります。
　　ゴミを野外に放置したり、埋めたりしないようにしましょう。
□　フンや足跡、食べた跡を見つけたら、すぐに引き返しましょう。
　　ヒグマのフンや足跡、草や木などが食いちぎられた跡などを見つけたときは、すぐに

引き返しましょう。
□　落ち着いて行動しましょう。
　　万が一、ヒグマに遭遇した場合は、落ち着いて行動しましょう。
　　逃げたり、さわいだり、慌てて行動すると、かえってヒグマを興奮させ、襲われる危

険があります。
　　リュックや持ち物の回収はせず、ゆっくりと静かに立ち去りましょう。
 □　熊撃退スプレーや熊鈴を携帯しましょう。
　　野山に入る際は、万が一、ヒグマに遭遇した場合に備え、熊撃退スプレーや熊鈴を携

帯しましょう。
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